
紹介事業の紹介手数料と収益の構造 ２ ＜収益性とその不安定要素＞

販管費
800万円
／1名

人件費
600万円
／1名

（フリンジ込）

紹介事業

経費 売上

①コンサルタント1名コストと売上の例
人件費＜1名600万円（フリンジ20％込）＞と想定）や、その
他の経費等（従業員1名あたり800万円と想定）に対して、利
益を出すためには、手数料が1件当たり120万円の場合は、年
間12名以上の決定が必要となるが、様々な要因が売上利益の
変動リスクとなる。

※オフィス賃料、
通信費、システ
ム費、宣伝広告
費、販促費、教
育費、その他管
理コスト等

※一般的に、不況等
で求人が大きく減少
する時期、好況で求
職者が減少し求人・
求職のバランスを欠
く場合、コンサルタ
ントの入退職要因等
で売上に影響が大き
く出て、業績が下が
る傾向。

※一般的に、繁忙期、
好景気で、求人や求
職者がが多い時期、
求人と求職のバラン
スが取れている時期
は業績も上がる傾向。

人材紹介ビジネスの事業運営は不安定要素が大きく、例えば、不
況期（2009年～）リーマン～東日本大震災では、赤字の決算年度
もあり、事業継続のためには、利益を出せる年度による内部留保
は当然必要となる。また好景気時には投資項目として増員、法改
正時期は、教育やツール類の改訂・システム改修費などの投資も
必要となる。

経費
売上

2012年決算

経費
売上

2018年決算

②ある紹介事業者の年度単位で見た収益の増減の例

▲16％

＋17％赤字

黒字

←様々な要因
によって
大きく変動

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円



紹介事業の紹介手数料と収益の構造 ３ ＜業態別の売上利益率の分母額の比較（同年収と仮定した場合）＞

無期雇用（年収400万円） 120万円（30％）

紹介手数料（採用時に1度だけ）

有期/無期雇用
（年収400万円）

22万円
（11％）

紹介手数料（同じ人材の有期反復雇用の場合継続支払い）

届出紹介手数料

上限紹介手数料

本人支給給与
マージン

（派遣料の25～30％）

派遣料

売上

売上

広告料
求人広告

売上

※採用者ゼロでも広告費はかかる
（費用をかけても採用できないリスクは
求人者側に）

派遣料は派遣が継続する限り
継続支払い



令和4年度厚生労働省委託 民間人材サービス活用検討事業
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社

「職業紹介業に関するアンケート調査報告書」より関連箇所抜粋
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医療・介護・保育分野に関する補足資料
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Ⅰ.調査概要
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Ⅱ.調査結果（２/４）
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Ⅱ.調査結果概要（３/４）
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Ⅱ.調査結果概要（４/４）
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